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国民が納得して支える医療制度の実現 

～2006 年度の医療制度改革に向けた日本経団連のスタンス～  
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【医療提供体制と診療報酬】
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【政策目標】 

 

2025 年度を視野に、当面予見可能な５年間を重点とした 

公的医療給付費の総額目標を設定⇒2010 年度 30 兆円 
厚労省試算（2004 年 5 月推計）の成り行きに対し 4 兆円削減 

政府の政策目標設定 

各責任主体による取り組み 
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公的給付範囲の見直し 

国民が支える高齢者医療制度

の創設 

機能発揮を促す保険者の再

編・統合 

機能分化・連携による医療機関

の役割の明確化 

IT 化の促進による科学的根拠

に基づいた医療の評価 

医療情報ネットワークを活用

した情報透明性の確保 

病状に応じた適正な医療を行

なうための診療報酬の包括化 

機能に応じた適正な診療報酬

の設定 

不合理な格差是正のための 

診療報酬の簡素化 

「集中改革５カ年計画」（アクションプラン）の策定 

⇒Ｐ-Ｄ-Ｃ-Ａサイクルでのローリング 

【重点実施事項】 
①ＩＴを起爆剤とした医療の「透明化」「標

準化」の促進 

②診療報酬の見直し 
③高齢者医療制度の創設 

④保険者の再編・統合 

⑤公的給付範囲の見直し 

（概要） 

医療費効率化や質的向上の目標を設定した上で

◇責任主体 

◇施策の優先順位      を明確化 

◇計画の期限・改革工程 
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